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　　　計画策定にあたって

【計画推進に向けた連携イメージ図】

　令和２年度から令和６年度までの５年間とした当初の計画期間を３年間延長し、
令和９年度までの８年間とし、農林業・農山村をめぐる情勢の変化に応じて見直し
を行います。

　本計画は、市の農林業施策の基本的な方向を示すものです。国、県、農業協同組
合等の計画や、第２次渋川市総合計画や（仮称）しぶかわ未来創造プランとの整合
を図りながら、本市の農林業振興を推進するための基本計画です。

　 渋川市の農林業振興に向け、将来の目指すべき姿とそれを実現するため、令和元
年１２月に「渋川市農林業振興計画」を策定しました。計画策定以降、令和２年か
らの新型コロナウイルス感染症や令和4年からのウクライナ情勢等の影響により、
安定的に農業経営を維持するには厳しい状況となっており、計画の進捗が十分に図
られていないため、現行計画を令和９年度まで延長し「渋川市農林業振興計画改訂
版」を策定します。

　渋川市農林業振興計画は、農林業者、市民、農業協同組合、土地改良区、森林組
合、県等関係機関、農業委員会、渋川市が連携して、計画の実現に取り組みます。

計画改訂版の策定方針

改訂の趣旨

計画の位置づけ
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・ 今後の農林業従事者の減少を補うため、新規就農者・定年帰農者など多種多
様な担い手の確保と育成が必要であり、耕作放棄地の増加と有害鳥獣被害は、
営農意欲の減退の一因でもあることから対策を強化するとともに、儲かる農
業を目指し収益性の高い農作物への転換などの支援が必要です。

・ 土地改良施設の機能保持と長寿命化による地域農業の維持と、農山村が有す
る地域資源の適切な保全管理を実施していく必要があります。また、地域計
画により目指すべき土地利用の将来像を明確化し、農地の集約化を進め荒廃
農地の抑制と担い手を確保していく必要があります。

・ 食への安全意識や地産地消に対する意識が高くなっています。学校給食や直
売所等で地域への理解を深め、渋川市農林産物のブランド力を強化すること
が必要です。また、新型コロナウイルス感染症により影響を受けた農林産物
の需要喚起のため、地場産品の魅力発信と需要拡大を目指す必要があります。

・ 森林機能の維持や森林整備による資源の有効活用が求められており、地域森
林整備計画に基づく自然環境の保全と利活用により、計画的な森林整備や森
林病害虫防除、林道・作業道整備の充実を図る必要があります。

　 渋川市においては、国内の大多数の地域と同様に農林業者の高齢化等といった課
題が顕在化しつつ、大きな転換期を迎えています。
　一方、多様な自然状況のもと様々な農林業生産が営まれ、経営の規模拡大が進ん
でいます。また、交通の便をいかした首都圏住民との交流がしやすい地域です。
　このような課題と特徴を踏まえ、農林産物の生産拡大・消費拡大を図るととも
に、農地集積などによる生産性の向上により所得の向上を目指し、他産業と連携し
た活力あふれるまちの実現を目指します。

渋川市農林業の将来像

目指す姿

　 渋川市における農林業の現状を踏まえ、将来像実現に向けて、４つの課題を整理
しました。

農林業の課題

 農林業の担い手の育成と農林産物の生産振興・販売力強化

 地域農業の維持と農村機能の保全と発揮

 農林産物の安全確保と食と農の理解促進

 森林の保全、利活用と林業生産条件の整備
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・ 若者、女性、他産業からの参入者など多様な農業人材を育成・確保するとと
もに、認定農業者や農事組合法人等への施設及び機械整備の支援します。ま
た、農業者の高齢化に伴う労働力不足に対応しつつ生産性を向上させるため
のICTやロボット技術等を活用したスマート農業の現場実装を図ります。ま
た、農林業経営に悪影響を及ぼしている鳥獣被害の軽減を図るため、有害鳥
獣捕獲を推進するとともに、電牧柵等の自衛策の普及啓発に努めます。

・ 地域農業の維持と生産基盤を整備するため、土地改良施設の機能保持と長寿
命化、防災・減災対策、交通に支障のある未舗装農道や老朽化した農業用水
路整備を実施します。また、農地利用集積の促進や農作業の効率化と耕作放
棄地の解消を図るため、地域の共同活動による農用地、農業用水路、農道な
どの保全管理を推進します。

・ 消費者ニーズを把握した地産地消を推進するため、農薬等の適正使用と生産
工程管理に取り組むとともに、農産物のブランド力の強化と販売流通機会の
拡大を図ります。

・ 森林環境譲与税の活用による森林整備の促進や木材の普及活動を図るととも
に、森林病害虫防除対策や林道・林業専用道等の整備の充実と森林作業の効
効率化による林業就業者の育成・確保を図り、森林自然環境の保全と利活用
を推進します。

　 農林業振興計画改訂版においても、「渋川市農林業振興計画」に引き続き２つの
基本目標を計画の柱として位置づけ、これに基づき施策展開を図ります。

　 ２つの基本目標実現のため、４つの基本施策を設定し、施策を展開します。

２つの基本目標と４つの基本施策

基本目標

基本目標１
 農林業の担い手の育成・確保に取り組むとともに、農村環境の整備を推進しま
す。
基本目標２
 安全・安心な農林産物の提供とブランド力の強化を図ります。

基本施策

基本施策 １  農業の担い手の育成と農林産物の生産振興

基本施策 ２  地域農業の維持と生産基盤の保全・整備

基本施策 ３  農林産物の安全確保と販売力の強化

基本施策 ４  森林の保全、利活用と林業生産条件の整備
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【個別施策】
① 多種多様な農業者の育成・確保

ア 認定農業者・認定新規就農者の育成
イ 農業後継者や女性農業者等の育成・支援
ウ 法人化と法人化による雇用就農の促進
エ 農福連携等による新たな雇用の確保

② 安定した農業経営の確立
ア 地域農林産物の生産支援
イ 補助制度や農業制度資金の活用促進
ウ 地場農林産物の安定的な供給体制の整備
エ 消費者ニーズの高い農林産物の生産
オ スマート農業への取組支援

③ 有害鳥獣被害の防止と捕獲鳥獣の活用
ア 侵入防止柵等の被害防止施設の設置
イ 有害鳥獣捕獲隊・実施隊による被害防止活動及び捕獲活動
ウ 狩猟者の人材確保

　４つの基本施策に、それぞれ個別施策を設定し、基本施策に資するものとしま
す。

個別施策

個別施策

基本施策 １  農業の担い手の育成と農林産物の生産振興
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【個別施策】
① 土地改良施設の機能保持と生産基盤の整備

ア 土地改良施設の機能保持と長寿命化
イ 農業生産を支える生産基盤の整備

② ため池の維持と防災・減災対策の推進
ア 施設の維持・補強
イ 緊急時に備えるための避難情報の周知

③ 地域の共同活動による農村環境の保全
ア 農村環境保全活動の推進

④ 農地利用の最適化の推進
ア 担い手への農地利用の集積・集約化
イ 耕作放棄地の発生防止・解消
ウ 新規参入の支援活動

【個別施策】
① 環境に配慮した農業と生産工程管理への取組

ア 安全・安心で環境にやさしい農業の推進
イ 農薬の適正使用の啓発
ウ 農林産物の生産工程管理

② 農林産物の渋川ブランド力の強化と販売流通機会の拡大
ア ブランド化の推進
イ 渋川の農林産物のＰＲ
ウ 直売機能の拡充
エ インターネットを利用した販売促進

③ 地域資源の積極的活用
ア 観光農園の取組支援
イ 　 農業体験の充実
ウ 飲食店等で地場産野菜の積極的利用
エ 食農教育への取組

基本施策 ２  地域農業の維持と生産基盤の保全・整備

基本施策 ３  農林産物の安全確保と販売力の強化
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【個別施策】
① 林業者及び林業就業者の育成・確保

ア 林業就業者の福利厚生の充実
イ 林業就労者の就労の長期化、安定化の推進
ウ 林業者及び林業就労者の収入の確保
エ 林業の魅力の発信
オ 高性能林業機械の導入支援

② 森林病害虫対策と有害鳥獣対策の推進
ア 森林病害虫等の駆除及び予防
イ 野生獣類による林業被害の拡大防止

③ 森林環境の整備と利活用
ア 間伐等の森林整備の推進
イ 間伐材の利用促進（木質バイオマス等）
ウ 森林経営の集約化
エ 林業専用道、作業道等の路網整備
オ 公共建築物等への木材の利用促進

④ 森林を支える仕組みづくり構築
ア 森林に関する普及啓発活動
イ 森林へのアクセスを容易にする環境づくり
ウ 地域住民、ＮＰＯ等による里山林整備の支援
エ 森林ボランティア活動による植樹祭等のイベント開催
オ 竹林整備の推進

基本施策 ４  森林の保全、利活用と林業生産条件の整備
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計画体系図
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